
 

令和４年度 第１回 東小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

 

１ 開 催 日 時  令和４年５月１０日（火） 午前時９時から午前時１１時まで 

２ 開 催 場 所  東小学校 １階 会議室 

３ 出 席 委 員  小名木 秀雄、松下 克幸、高木 邦子、今中 秀裕、中川 清子、 

中村 将義、杉山 睛康、古橋 陽介、大脇 加名、竹山 有希 

４ 欠 席 委 員  なし 

５ 学   校  大石 泰三（校長）、杉山 章子（教頭）、 

舩越 裕康（ＣＳ担当教職員）、伊藤 リカ（ＣＳディレクター） 

６ 教育委員会  鈴木 陽子（教育総務課） 

７ 傍 聴 者  なし 

８ 協 議 事 項   

（１）会長の選出及び副会長の指名について 

（２）議長の選出について 

（３）東小学校運営基本方針について 

（４）夢育やらまいか事業に対する意見について 

９  会議録作成者  ＣＳディレクター 伊藤 リカ 

10 会 議 記 録 

  司会の教頭から、委員総数１０人のうち１０人の出席があり、過半数に達しているため、会議

が成立している旨の報告があった。 

   

 （１）会長の選出及び副会長の指名について 

司会から、会長の選出について委員に意見を求めたところ、今中委員から小名木委員を会長

に推挙する旨の発言があり、全員異議なくこれを承認した。また、その後、会長に選任された

小名木委員から、高木委員を副会長に指名する旨の報告があった。 

 

 （２）議長の選出について 

司会から、議長の選出について委員に意見を求めたところ、杉山委員から会長を推挙する旨

の発言があり、協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

 

 （３）東小学校運営基本方針について 

議長の指示により、校長から、資料に基づき学校運営基本方針について説明があり、委員か

らは、以下の発言があった。 

・ 「目標に向かって諦めない」を運動のみではなく、日々の生活や勉強等でも意識したい。 

（今中委員） 

・ 知・徳・体の全てにとって健康であることが大切。（松下委員） 

・ 子供たちの主体性を高めるために学校側ではどのような事を行なっているかを理解した上



で、地域側の具体的取り組みを考えたい。（高木委員） 

→ 本物に触れる体験や ICT活用などを取り入れているのも、主体性を高める取り組み

の一つ（舩越教諭） 

・ 子供たちには精神的な健康も必要であるため、放課後のリフレッシュが必要ではないか。

そのために大人ができることは何なのかを考える必要がある。（中川委員・小名木委員） 

・ 浜松祭り等地域の情報が入ってこないため、子供たちの地域交流の機会が少ないのではな

いか。地域交流を深めるためには情報公開の拡大が必要だと考える。（中村委員） 

・ 子供の新たな面や興味を引き出すためには大人が色々な経験できる場を提供することが重

要である。親の都合で地域交流の機会を持てない子供が多いため、地域がよりオープンに

なることで対応可能となるのではないか。また、子供たちが地域の大人と交流する事によ

り子供たちの精神的成長にも繋がると考える。具体的には学校側が企画し、地域の協力を

依頼するのが良いのではないか。（杉山委員） 

・ 子供たちの運動能力の偏りが大きい。成功体験は自信にもつながるため、色々なスポーツ

をする機会を設ける必要がある。（古橋委員） 

・ 具体的なコロナ対策の情報発信強化が必要。これにより、多様な活動に取り組む機会が増

えるのではないか。（竹内委員） 

     → 感染予防対策を取りながら、できる限りの教育活動を実施している。HPでは、対策

を含めて発信するようにしている。（大石校長・杉山教頭） 

・ 地域での大人からの挨拶は不審者と思われるのではないかという懸念がある。学校ではど

のように指導しているのかを知りたい。（大脇委員） 

→ 学校・教師の前で挨拶はできるが、学校の外、教師のいないところで挨拶ができる

ことが大切だと考え、子供たちにもそのように指導している。（大石校長） 

・ 民生委員として毎朝数名を学校に立たせてほしい。お互いに顔見知りであるならば、子供

たちは安心して地域の人と挨拶を交わせるのではないか。（杉山委員） 

   

協議の結果、全員異議なく学校運営方針を承認した。 

 

（４）夢育やらまいか事業に対する意見について 

議長の指示により、教頭から、資料に基づき学校に必要な支援について説明があった。 

また、上記（３）東小学校運営基本方針の協議内容を受け、夢育やらまいか事業について、

体験活動及び挨拶運動の充実を図っていくことを確認した。委員からは、以下の発言があった。 

・ 地域では、町ごとに考え方が様々である。活動の枠を広げ、会話をしていくことで考え方

のギャップを縮めることができるのではないか。（小名木委員） 

 

〇 その他報告事項等 

司会から、次回会議は、2022年６月１３日（月）午後９時００分から東小学校会議室で開

催する旨の報告があった。次回議長については、会長から杉山委員を推挙する旨の発言があり、

協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 


